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《福井県、（公社）福井県観光連盟 連携協定締結について》 
 

公益財団法人大阪観光局（所在地：大阪市中央区、理事長：溝畑宏）と福井県（所在

地：福井県福井市、知事：杉本達治）、公益社団法人福井県観光連盟（所在地：福井県

福井市、会長：山田義彦）は、都市型の観光資源を有する大阪と、2024 年北陸新幹線福

井・敦賀開業を迎える福井県が、それぞれの歴史・文化・自然環境に敬意を表しつつ、お互いの資

源を十分活用し持続可能な観光地域づくりと地域活性化への貢献を目的として、連携協定を締

結いたします。 

 

日本を代表する関西の商業都市である大阪は、我が国初の G２０、2025 年の大阪・関西万

博、さらにはその先の IR 時代を見据える中、首都圏とも連携したゲートウエイ機能を有する国際競

争力の高い魅力的な国際観光都市を目指しています。 

また、北陸新幹線大阪延伸の早期実現を見据え、自然環境豊かな北陸地域へ周遊させるため

には、2024 年に北陸新幹線福井・敦賀開業を迎える福井県を一つの起点として、新たに「大阪

～福井～金沢～長野～東京」を結ぶ上質な広域周遊観光ルートを構築することが重要です。 

 

一方、福井県には、大本山永平寺をはじめ、一乗谷朝倉氏遺跡や食、工芸品といった古くから

の歴史・風土に培われた伝統文化や自然・環境と調和した静かなライフスタイルが今に伝えられ、そ

の背景・底流には、世代をこえて受け継がれた「ZEN（禅）」の精神文化が息づいている。 

また、越前の豊かな山々と若狭湾へとつながる水の流れを表する「越前若水」、福井県ならでは

の里山里海湖の自然を擁し、食においても古来より稲作や大豆栽培が盛んなことから発酵食文化

が根付くなど、心身ウェルネスを提供できるコンテンツを多く備えています。 

さらに、発掘量が日本一の「恐竜化石」や世界の年代測定の基準となっている「年縞」など、数万

年前から数億年前の息吹を肌で感じ、太古のロマンに思いを馳せることできる貴重な資源も有して

います。 

新しいライフスタイルや住まい方への関心が高まるとともに、ウェルネスや健康といった本質的な豊か

さに注目される中、その地ならではの歴史文化や自然環境、食文化に触れ、さらに地域との交流を

育む旅行スタイルの変化が訪れています。このようにウェルネスツーリズムの拡大に必要不可欠な資

源を福井県は備えており、これを大阪の都市観光と組み合わせることで、互いの魅力を共有・補完

し合うことにより、国内外の観光客を魅了する新たな可能性が創出され、双方の地域に経済波及

効果をもたらすことが期待されます。 
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今後、本連携により、大阪と福井県がそれぞれの風土や歴史文化、自然環境等に敬意を表しつ

つ、お互いの資源を十分活用することで、相乗効果により持続可能な観光地域づくりを追求してい

きます。 

 

 以上の状況を踏まえ、両地域が中心的な役割を担うべく、「公益財団法人大阪観光局」、「福井

県」及び「公益社団法人福井県観光連盟」において、新たな「大阪～福井～金沢～長野～東

京」を結ぶ上質な広域周遊観光ルート造成における密接な連携により、訪日外国人をはじめとする

交流人口の拡大を推進し、地域の成長・発展を図るために連携協定を締結します。 

 

 

1.連携協定の目的 

公益財団法人大阪観光局と福井県及び公益社団法人福井県観光連盟は広域観光ルートに

おける密接な連携により、訪日外国人旅行者をはじめとする交流人口の拡大を推進し、もって地

域の成長・発展を図ることを目的とする。 

2.連携協定の概要 

① 観光を通じた地域の魅力づくりに関すること 

② 地域の情報発信力及び認知度の向上に関すること 

③ 新たな観光ルートの開発に関すること 

④ 国内外における観光プロモーションに関すること 

⑤ ZEN ブランド等を活用したツーリズムの研究に関すること 

⑥ その他前条の目的を達成するための施策に関すること 

                                              以上 

 


